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大
阪
は
商
都
で
あ
る
。
当
世
風
の
「
ガ
メ
ッ
イ
」

と
い
う
言
葉
が
大
阪
人
気
宵
の
代
名
詞
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
「
ガ
メ
ッ
ィ
」
と
い
う
言
葉
は
「
け
ち
ん

ぼ
う
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
大
阪
人
に
は
ガ
メ

ッ
ク
も
う
け
る
、
そ
し
て
文
化
、
芸
術
な
ど
を
創
造

し
育
て
あ
げ
鳥
伝
統
が
流
れ
て
い
る
。

私
達
一
行
は
、
十
二
月
四
日
午
前
八
時
半
、
大
阪

駅
に
集
合
し
て
バ
ス
に
乗
っ
た
。
車
中
に
は
今
日
の

案
内
役
で
あ
る
郷
土
史
研
究
家
の
牧
村
史
陽
氏
が
待

っ
て
い
ら
れ
た
。

バ
ス
は
大
阪
駅
を
後
に
、
今
は
そ
の
面
影
も
と
ど

め
て
い
な
い
曾
根
崎
村
、
硯
川
、
旧
海
岸
線
の
上
を

走
っ
て
堂
島
川
に
出
た
。
昔
、
こ
の
辺
り
一
帯
は
藏

屋
敷
が
軒
を
つ
ら
ね
、
「
天
下
の
台
所
」
の
台
所
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
跡
に
は
況
代
的
な
高
層
ピ
ル
が
建

ち
並
び
、
昔
に
変
ら
ぬ
商
都
大
阪
の
中
心
地
と
な
っ

て
い
る
。
堂
烏
川
に
沿
っ
て
藏
屋
敷
跡
を
走
る
こ

と
二
十
分
、
緒
方
洪
庵
の
適
塾
跡
に
着
い
た
。
こ
＆

で
下
車
し
て
内
部
葎
見
る
。
青
年
時
代
の
福
沢
諭

吉
、
大
村
雑
次
郎
、
橋
本
左
内
な
ど
が
勉
学
に
は
げ

臨
地
研
究
会

大

阪

ん
だ
二
階
の
一
間
は
、
当
時
の
ま
ま
に
伝
え
残
さ
れ

て
い
た
。
適
塾
を
出
て
パ
ス
は
御
堂
筋
に
入
り
、
左

に
芭
蕉
終
焉
の
地
を
示
す
「
旅
に
病
ん
で
夢
は
枯
野

を
か
け
め
ぐ
る
」
の
句
碑
を
見
て
西
へ
曲
り
、
四
つ

橋
に
出
た
。
吉
野
屋
橋
と
下
繋
橋
の
た
も
と
に
小
西

来
山
の
句
碑
「
涼
し
さ
に
四
つ
橋
を
四
つ
渡
り
け

り
」
が
建
っ
て
い
る
。
碑
面
の
文
字
を
一
見
し
て
、

ど
ん
よ
り
と
曇
っ
た
冬
空
の
下
を
、
来
山
が
生
前
親

し
ん
だ
一
心
寺
へ
向
う
。
途
中
、
千
日
刑
場
、
千
日

墓
地
跡
を
過
ぎ
て
、
他
屋
忠
兵
衛
な
ど
を
思
い
お
こ

し
て
い
る
う
ち
に
茶
円
山
に
到
着
、
大
阪
の
陳
攻
防

の
跡
を
し
の
ぶ
。

茶
臼
山
か
ら
法
然
上
人
を
開
祖
と
す
る
淨
土
宗
の

寺
院
一
心
寺
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
読
経
の
声
が
聞

え
は
じ
め
、
線
香
の
香
ｈ
が
辺
り
に
た
だ
よ
っ
て
く

る
。
そ
れ
は
、
念
仏
堂
へ
近
づ
く
に
従
っ
て
は
っ
き

り
し
て
き
た
。
境
内
は
、
納
骨
回
向
を
頼
む
養
者
で

賑
わ
っ
て
い
た
。
念
仏
堂
の
前
に
あ
る
来
山
の
句
碑

「
時
雨
る
る
や
し
ぐ
れ
る
中
の
一
心
寺
」
を
見
、
更

に
来
山
の
別
号
「
湛
々
翁
」
と
刻
ま
れ
た
墓
の
前
に

立
つ
。読

経
の
声
を
後
に
し
て
、
私
達
は
数
多
く
の
名
家

墓
碑
の
あ
る
四
天
王
寺
へ
と
急
ぐ
。
元
禄
歌
舞
伎
の

立
役
者
の
代
表
と
い
わ
れ
た
坂
田
藤
十
郎
の
墓
は
、

六
八

四
天
王
寺
の
西
門
か
ら
入
っ
た
左
側
、
義
太
夫
語
り

や
俳
優
の
墓
の
多
い
墓
地
の
、
元
正
大
師
堂
と
い
う

古
い
堂
の
前
に
あ
っ
た
。
藤
十
郎
の
墓
は
、
そ
の
脇

に
あ
る
家
紋
梅
鉢
の
つ
い
た
平
ら
な
記
念
碑
に
か
く

れ
る
よ
う
に
建
っ
て
い
る
せ
い
で
も
あ
っ
た
が
意
外

に
小
さ
か
っ
た
。
こ
の
墓
を
見
な
が
ら
「
藤
十
郎
の

恋
」
「
お
さ
ん
茂
右
衛
門
」
を
想
う
。
藤
十
郎
の
墓

か
ら
少
し
離
れ
た
と
芦
‐
ろ
に
、
前
者
と
は
対
照
的
に

立
派
な
つ
く
り
の
芭
蕉
の
墓
が
あ
っ
た
。

四
天
王
寺
で
昼
食
を
と
っ
た
後
、
西
鶴
の
墓
が
あ

る
誓
願
寺
へ
と
向
う
。
誓
願
寺
の
表
の
築
地
は
い
た

み
崩
れ
て
い
る
が
、
門
は
重
々
し
く
黒
ず
ん
だ
扉
を

閉
し
て
い
た
。
門
前
に
「
井
原
西
鶴
の
墓
」
「
浪
華

懐
徳
堂
一
門
の
墓
」
の
事
跡
を
記
し
た
碑
が
あ
る
。

脇
門
を
く
ぐ
り
境
内
に
入
る
と
、
古
い
建
物
は
何
一

つ
な
く
、
荒
凉
と
し
た
感
じ
が
胸
に
迫
っ
て
き
た
。

花
畑
や
野
菜
畑
と
な
っ
た
焼
跡
に
仮
建
築
の
住
宅
が

あ
り
、
そ
の
横
を
奥
へ
進
ん
で
行
く
と
、
最
初
に

「
懐
徳
蛍
先
賢
墓
所
」
と
記
さ
れ
た
建
札
が
目
に
つ

い
た
・
中
井
蕊
捲
の
墓
を
は
じ
め
一
門
の
人
の
名
が

読
ま
れ
る
。
こ
れ
よ
り
更
に
奥
の
方
に
、
背
後
を
高

い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
で
さ
え
ぎ
ら
れ
て
い
る
際
の
一

隅
に
、
｜
‐
仙
皓
西
鶴
」
と
大
き
な
文
字
で
刻
ま
れ
た

墓
石
が
、
僅
か
な
繁
み
の
中
に
立
っ
て
い
た
。
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誓
願
寺
を
出
る
と
、
小
高
い
丘
の
よ
う
な
場
所

に
、
ま
だ
真
新
し
い
感
じ
の
す
る
集
会
所
風
の
建
物

（
円
珠
庵
）
の
横
手
に
、
朽
ち
た
板
塀
を
背
に
契
沖

の
墓
が
あ
っ
た
。
「
契
沖
阿
闇
梨
墓
」
の
文
字
が
お

ぼ
ろ
げ
に
残
っ
て
い
る
墓
石
は
、
揺
れ
ば
壊
れ
そ
う

な
さ
び
し
い
姿
で
あ
っ
た
。

バ
ス
は
、
玉
造
・
馬
場
町
を
過
ぎ
て
大
阪
城
へ
走

る
。
日
曜
日
の
大
阪
城
は
、
大
変
な
人
出
。
天
守
閣

の
す
べ
て
の
窓
は
行
楽
客
で
埋
ま
り
、
子
供
達
の
か

け
あ
う
甲
高
い
声
が
、
冷
た
い
冬
空
に
吸
い
取
ら
れ

て
ゆ
く
。
バ
ス
は
、
お
堀
を
外
周
し
て
馬
場
町
の
城

門
か
ら
入
っ
て
南
下
す
る
。
昼
下
り
の
鈍
い
光
の
中

に
ヂ
ン
と
腰
を
す
え
て
呼
吸
し
て
い
る
昔
な
が
ら
の

雄
壯
な
城
に
し
ば
ら
く
見
と
れ
る
。
夕
日
に
映
え
る

大
阪
城
の
美
し
さ
を
想
い
な
が
ら
、
私
達
は
片
町
・

東
野
田
を
通
っ
て
、
近
松
の
「
心
中
物
」
の
最
高
傑

作
と
い
わ
れ
る
「
心
中
天
網
島
」
の
主
人
公
小
春
、

治
兵
衛
の
墓
所
大
長
寺
へ
向
う
。
こ
農
で
、
二
人
が

大
長
寺
に
書
き
遺
し
た
と
い
わ
れ
る
書
状
を
じ
か
に

見
る
。
達
筆
で
あ
る
が
、
薄
墨
で
書
か
れ
た
と
一
」
ろ

な
ど
や
践
弱
々
し
い
感
じ
。
「
後
世
の
人
が
書
き
写

し
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
の
は
牧
村
氏
の
説
。
小

春
、
治
兵
衛
の
墓
の
隣
に
、
鯉
の
形
を
し
た
墓
が
あ

る
。
わ
が
身
の
極
楽
往
生
の
為
に
三
度
も
飼
い
主
の

と
こ
ろ
に
現
わ
れ
た
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
鯉
の
幽
霊
の
話

に
、
笑
い
の
一
時
を
過
ご
す
。
世
知
辛
い
世
の
中
に

あ
っ
て
、
ま
た
、
年
を
経
る
に
従
っ
て
、
自
分
の
心

に
夢
と
い
う
も
の
が
だ
ん
／
Ｉ
無
く
な
っ
て
ゆ
く
こ

と
に
、
何
と
な
く
寂
し
さ
を
覚
え
る
。
鯉
の
話
は
と

も
か
く
も
、
小
春
・
治
兵
衛
の
書
置
（
現
に
そ
こ
に

あ
る
も
の
）
が
、
事
実
、
彼
等
に
よ
っ
て
書
か
れ
た

こ
と
を
故
意
に
、
そ
の
ま
農
受
け
と
り
た
い
よ
う
な

反
感
じ
み
た
思
い
が
心
を
か
す
め
た
。

バ
ス
は
、
淀
川
の
堤
を
走
る
。
予
定
さ
れ
た
行
程

は
残
り
少
な
い
。
毛
馬
閉
門
で
は
、
ご
声
っ
ノ
ー
た
る
水

流
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
分
厚
い

壁
、
あ
た
壁
か
み
の
無
い
白
っ
ぽ
い
水
門
が
、
灰
色
の

空
の
下
で
活
動
を
続
け
て
い
る
。
人
工
的
な
寂
莫
と

し
た
感
が
あ
っ
た
。
間
門
か
ら
少
し
離
れ
た
同
然
の

中
に
蕪
村
の
碑
が
寂
し
げ
に
小
さ
、
立
っ
て
い
る
。

寂
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
の
は
、
辺
り
一
画
の
草
原
と

堤
の
上
に
広
が
る
灰
色
の
空
の
せ
い
か
も
し
れ
な

い
。
昼
を
そ
ん
な
に
過
ぎ
て
い
な
い
の
に
周
囲
は
寒

く
、
薄
暗
い
。
堤
の
上
で
少
時
淀
の
昔
様
を
聞
く
。

予
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
崇
禅
寺
と
、
残
す
天
満

宮
を
廻
っ
て
、
大
阪
駅
に
再
び
着
い
た
の
は
午
後
三

時
近
か
っ
た
ろ
う
か
。
（
長
井
康
治
・
加
藤
伸
夫
・

横
地
欣
也
記
）

彙
報

○
日
本
文
学
談
話
会

前
号
で
も
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
「
日

本
文
学
談
話
会
」
は
、
毎
日
第
二
土
曜
日
午
後
二
時

か
ら
日
本
文
学
共
同
研
究
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。
は

じ
め
に
担
当
者
が
そ
の
日
の
話
題
の
中
心
と
な
る
論

文
の
要
旨
発
表
が
あ
り
ま
す
の
で
、
論
文
所
収
の
雑

誌
を
用
意
さ
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
卒
業
生
在

学
生
会
員
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第
四
回
（
一
月
十
四
日
）

前
田
勇
「
近
世
上
方
語
『
で
え
す
』
に
つ
い
て
」

（
「
国
語
国
文
」
十
一
月
号
所
収
）

担
当
者
建
部
一
男
氏

第
五
回
（
二
月
十
一
日
）

久
松
潜
一
「
中
世
文
学
に
お
け
る
古
代
的
基
準
」

（
「
国
語
と
国
文
学
」
一
月
号
所
収
）

担
当
者
岡
本
彦
一
氏

第
六
回
（
三
月
十
一
日
）

清
水
克
彦
「
讃
酒
歌
の
性
格
」

（
「
女
子
大
国
文
」
第
二
十
号
所
収
）

担
当
者
宍
戸
庄
治
氏

○
会
員
消
息

木
俣
直
得
大
阪
市
浪
速
区
南
日
東
町
一
六
六
上

田
方
よ
り
阿
倍
野
区
阪
南
町
西
一
丁
目
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